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ヤス パ ー ス の悲劇論 悲劇的な知 と救済お よび連帯

大石圭子

　ヤ ス パ ー
ス 哲学 で は 主体が

、 現存在的な利害関心 を超 えた 形而上 的段階で の

善 の 決 断を 、 無制約的 （unbedingt ） に お こ な う 「実存 的 な 自由」 の 可 能性 が あ

る とす る 。 そ して 、 絶対意識 の
一

つ と して の 「良心 」 （自己 の 罪 や不正 、逸脱 へ の

警鐘 ） と 「根源的な愛」 （真理 へ の 結合性）の は た ら きに よ っ て 、 そ うした 善の 決

断が 可 能 に な る と され る。 しか し無制約性 は 、 あ くまで 例外者的 な態度 で あ る 。

現存在 は 、 日常的習慣や社 会規範か ら無制約性 を 導き出す こ とは で きない
。

で

は 現存在 に 無制約性 を 覚知 させ る もの は 何か 。 ヤ ス パ ー ス に よれ ぽ 、 神 話や 文

学、 芸 術 、 宗 教 的伝統 （祭式 や祈 りな どの 宗教 的儀礼や 聖書等）が 、 無 制約 性 を根

源的な直観 （ursprUngliche 　Anschauung） とい う形 を我 々 に 与え る の だ とい う。

哲 学 に 先立 っ て 、 真理 を現存在へ ともた らす根源的 で 精神的 な諸 々 の 直観

や 行為や 形成物の よ うな こ れ らすべ て の もの は 、 哲学す る こ とに よ っ て
、

い わ ば哲学 す る こ との 機関 （Organ ・ n ） とし て 把握 され 、 そ の こ とで 、 哲学

す る こ とは 、
こ の よ うな援助が な けれ ぽ近寄 りが た い ま ま に 終わ る もの を

了 解す る （VW 　8ア0）。

　「なぜ 人 間 は 今 あ る よ うな状態 に あ る の か 」、 「い か に して 存在 に お け る 自己

の 本質の 純粋性 と救済を 得 るの か 」　　 こ うした 根本的 な問 い へ の 答え は 、 神

話や啓示 の 権 威 、 生活態度の 厳粛さ に お い て 「反 省 の 形 で は な く、 疑い よ うの

な い 事実 の 形 で 」 与 え られ て い る とい う （VWgl5 ）。 文学 や 宗 教 は 「哲 学 以

前」 と して 、 決 して 十 分 で は ない もの の
、 超越者の 暗号 として 真理 が 開示 的 と

な る場 で あ り、 最終 的 に は 哲学 に よ っ て 目指 され る 「真 理 の 完結 （V・llendung

des　Wahrseins）」 （ibid．）の 、

一
つ の 姿 とさ れ る 。

こ の 根源的 直観 は 、 「根源的 に は

包括的な全体で あ り 、 不 可分 な
一

な る もの で あ り 、 人 間の 生を形成 しま た満た
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す もの 」 （ib孟d．）、
つ ま り宗教 や 文学 、 芸 術 とい っ た 展 開 の 過 程 で 相 互 に 分離 し

て は い るが 、 それ ら一 切を 貫通 して 共通 の 根源的 な る もの が 流れ て い る と、 ヤ

ス パ ー ス はい うの で あ る 。 悲劇 は 文学 の
一

つ と して 、 見 る者 に 根源的な直観 を

与え るた め 、 哲学 へ の 誘因、 真理 の 予感 と もされ 、 ヤ ス パ ー ス は 悲劇を真理 完

結 の
一

例 と し て 扱 う視点か ら 、
『真理 に つ い て 』 に お い て 悲劇論 を展 開す る

▼ 1
。

本論で は 、 その 中枢 とな る 厂悲劇的な 知」、 「救済」 とい っ た概念を解釈 し っ っ 、

観客が 悲劇 とい う文学 に 関与する意義に つ い て考 察 して い く。

1．悲劇性の 本質

　悲劇 が 哲学 の 機関 に な るに は 、 二 つ の 条件が 想定 され て い る 。 まず第
一

に
、

悲劇 を 単 に 審美的 に 眺 め る の で な く、
「私が 私 自身 と し て 参加 して

、 作品 の 描

写 の 内 に 現 れ る知 を 、 私 に か か わ る もの と して 承 認す る」 （VW 　951） こ と。 単

なる 観客 として 傍観 した り、 娯楽 として 楽 しむ こ とに 留 ま る うち は
、 悲劇か ら

真理 が 予感され る こ とは ない とされ る。 悲劇が 自己 自身 と結 び つ い た もの と了

解 され る時 、 観客は 主 人公 と共 に 限界状況 を経験 す る とい う。

　第 二 に 、 悲劇 そ の もの の 内容 に 「悲劇的 な知 （tragisches　Wissen）」 カミ含 ま れ る

こ と。 ヤ ス パ ー ス は 、 単 な る 「悲惨 さ」 と 「悲劇性」 を区別 し て い る 。 死 や 不

幸 、 苦悩そ の もの が 悲劇 なの で は な い
。 悲劇 を通 し て 直観 され る知 とは 、 存在

の 真理 に 関わ る知 で あ る 。 これ らの 知 を持 つ 文化 と、 それ を 欠い て い る文化 と

の 間 に は 大 きな 隔た りが あ る と ヤ ス パ ー ス は 指摘す る。 真の 悲劇 の 中 に あ る

「悲劇的 な知 」 は 、 現 存在の 本質に 関わ る悲劇的 な状況 と、 悲劇的な状況 に お

け る偉大 な主 体の 在 り方 を示 す もの とされ る 。 ヤ ス パ ー ス は悲劇を論 ず る 中で 、

優れ た 悲劇 の 例 と して オ イ デ ィ プス 三 部作 と 『ハ ム レ ッ ト』 を 多 々 引用 しなが

ら悲劇 的 な知 を 解釈 し て い る 。 そ こで 示 され る悲劇 的状況 、 劇中 で の 悲劇性 を

生み 出した根本的原因 は 、 以下 の 点 に整 理 で きるだ ろ う。

A ． 不可避 的な負 い 目

　オ イ デ ィ プ ス 、 ア ン テ ィ ゴ ネ 、
ハ ム レ ッ トに 共通す る悲劇性 は 、 彼 らが 負 い

目を持 っ て い る こ とで ある
。 負い 目は 「存在 の 負い 目」 と 「行為の 負い 目」 に
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分類す る こ とが で きる 。 （WW ・g31ff．）存在の 負い 目 とは 、 そ もそ も有限 な現存在

と し て 生 ま れ た こ と 、 血 筋、 生 来の 性 質 な ど の 負い 目で あ る 。
こ れ は 「広義 の

負い 目」 と も言 い 換 え られ 、 『責罪 論 』 で 「形 而上 的 な罪」 と呼ぼれ た も の と

概念上 は通 じて い る が 、 ギ リシ ア悲劇の 中で は
、 課せ られ た血 筋の 運命 と し て

現れ 、 破滅を 約束され て い る 。 ま さに 「咎な き咎」 が 、 引 ぎ受 けざ るを得 な い

没落 （Abfal1）へ とつ なが る の で あ る 。

　他方 で 、 「行為 の 負い 目」 と呼 ぶ べ きもの が あ る 。
こ れ は そ もそ も 自らに 咎

の ない 正 当 な行為が没 落を導 く負い 目とな る もの で あ り、 狭 義 の 負い 目 と言 い

換 え られ て い る もの で あ る。 行為 の 負い 目 とは 、
「普遍 的な もの に 逆 ら う意識

的 な我 意 （Eigenwille）」 に よ っ て で は な く、 「自由 とい う根源 か ら人倫 的 に 必然

的で 真実 な もの と して 、 晴れ 晴れ とし て 生 まれ る 行為」 （VW 　933） に よ っ て 生

じ る 。 例 えば ア ン テ ィ ゴ ネ に よ る 兄の 埋 葬 、
ハ ム レ ッ トが 父 親 の 敵 と人違 い を

し て 、 廷 臣で あ り、 恋人 の 父 で あ る ポ ロ ー ニ ア ス を殺害 し て し ま っ た こ と も 、

この 部類 に 入 る 。 彼 らの 行為は 、 その 意図 として は 正 当 な もの で あ っ た が 、 意

図 と結果 の 問 の 不
一 致 に 償い が 求め られ て い る の で あ る 。 彼 らの 没落は 負い 目

の 償い で あ る 。 も っ とも 、 オ イ デ ィ プ ス や ア ン テ ィ ゴ ネ が 行為の 負い 目に 陥 っ

た の は 、 血 筋の 運 命が 原因 と考え るべ きで あ り、 存在 の 負い 目が 行為 の 負い 目

に 繋が っ て い る 。

B ． 真 理同士 の 対立

　「真理 も現 実性 も分裂 し て い る
。 分 裂 し て い るが ゆ え に そ れ らが 共 同す る こ

との うち に 補 足 しあ うこ とが生 ま れ 、 衝突す る こ とで 争い が 生 まれ る 」 （vw

928） とい う風 に 、 悲劇に お い て は 正 当な もの が 他 の 正 当 な もの を破壊す る 状

況 が示 され る 。 例 え ば ア ン テ ィ ゴネ が 神の 法を 、
ク レ オ ン が地 上 の 法を尊守す

るた め 互 い に 衝突 し、 ま た 父親 の 復讐を 誓 うハ ム レ ッ ト と、 彼 に 誤 っ て 父親 を

殺害され た レ ア テ ィ
ー ズ とが 、 互 い を認 め 合 い なが らも刃を 交 え 、

ハ ム レ ッ ト

が 命を落 とす 。
こ うした 衝突 は 双 方 に 正 当性 が あ る か ら こ そ 悲劇的 で あ り 、 限

界状況論で い う闘争の 状態 と もい え る 。
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C ． 善 な る もの ゆ え の 破滅

　悲劇の 主人公達 は 、 美徳 の た め に 人 よ り優 れ、 その 美徳 の た め に 破滅す る 。

オ イ デ ィ プ ス は 知 を追求 し、 ア ン テ ィ ゴ ネ は 神の 法 を真の 意 昧 に お い て 知 っ て

お り 、
ハ ム レ ッ トは 真理 探究の 態度を決 して 崩す こ とが ない

。 彼 らは 自らを そ

の 位置 に 押 し上 げた
、 ま さ に そ の 根拠 に よ っ て 没落 を免れ ない とい う、 存在の

パ ラ ド ク ス
、 存在の 自己疎外の 内に ある 。

こ うし て 、 自らの 存在 自体が 分裂 し

て お り 、 個内部で の 不
一

致が 開示 され る の で あ る
。

　以 上 の こ とか ら 、 悲劇性 の 二 つ の 段階 が 了解 され る とい う。 第
一

に 、 「一 切

の 人 間的生 命 、 行為、 業績 、成功 は結 局は 挫折 し な けれ ぽな らな い 」 とい うこ

とで あ り （こ れ は 悲劇 以前 の 素朴 な無常観に もみ られ る ）、 第二 に 「真 実 な もの の 内

に 、 善 な る も の そ の もの の 内に 崩壊が 組み 込 まれ て 」 （w956 ）い る こ とで あ

り、
こ の 第二 の もの を悲劇的 な知 が把握 する こ とで 、 本来的 な悲劇が 生ず る の

で ある 。 負い 目に よ る没落へ の 導きは 、 神話的に は 運命 と解釈 され るが 、 神 に

よ る 必然 の 流れ も別 の 観点か ら見れ ば 、 す なわ ち現象 の 内に 生 きて い る人 間 に

と っ て は 偶然的 な もの に 他 な らな い
。 悲劇 の 負い 目 とは 、

こ の 偶 然性か ら生 じ

た もの で あ り、 悲劇 的状況 とは 、 有限性 、 分裂性 、 偶然性 とい っ た 、 現存在 の

「否定性」 に 集約 され る とい え る 。

2．挫折 の 内で の 偉大 さ

　悲劇が悲劇 とな るた め に は 、 悲劇的 な状況 の み で は不 十分だ とい う。 悲劇 は

「救 済 （Erl6sung）」 へ の 衝迫を 伴 っ て い る もの で あ り、 本来的な救済は 、 悲劇 的

な状 況 の 中 で 主 人 公が 英雄的行為を遂行す る こ とに よ っ て 生 じ る と さ れ る

（VW 　944）。 負い 目の 前 に 屈 服 す る人 間 は 、 なお 「挫 折 の 内で 勝利 を得 る」 こ と

が 可 能 で あ り、 悲劇 は 「挫折 の 内に あ る人間 の 偉大 さ」 （VW 　933）を 開示 す る 。

こ こで い う偉大 さ とは 、 没 落 して い く人 間が 「ロ∫能性 を ぎりぎりの と こ ろ ま で

追 い 求め て
、 そ の 限界 の と こ ろ で 自らそれ と知 りつ つ 没落す る こ とが で きる」

（ibid．） とい う能動的 「犠牲 （Opfe ・）」 の 態度 で ある
。

「悲劇 は 善悪の 彼岸 に あ る

偉大さ を もっ てい る人間 を提示 す る」 とある とお り、 挫折の 中か ら彼 自身で あ
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る こ と 、 す な わ ち彼 の 「存在 の 自己 主 張」 （VW 　946） が 浮 か び Lが っ て い る。

犠牲 とは 目的の た め の 代償 で は な く、挫 折 の 途上 で 存在の 全 て をか けて
、 負い

目な き負い 目に よ る没 落 を 自ら引 き受 ける こ とを意味す る 。 そ うした態度の 内

に 、 己 の 宿命を迎 え る忍耐 と 、 死 を選ぶ 勇気 が 直観 され る とヤ ス パ ー ス は い う。

そ し て 、 上 述 の よ うに 、 自らを滅 ぼす原因 とな っ た 性質 に よ っ て 、
こ の 犠牲は

貫徹 され る 。 オ イ デ ィ プス は 召使 の 口 か ら自分を破滅に 追い や る真実が 語 られ

る こ とを知 っ て い るが 、 彼は周 囲が必死 に 引き留め る に も関わ らず、 真実を曖

昧 に す る こ とが で きない 。 悲劇 の 主 人公達 は 真理 を開 示 す る力 と意志を 持つ
一

方 、 真理 を 開示 せ ず に は 自らの 本来性 を保つ こ とが で きな い の で あ る 。 自由意

志で 没落す る人 間の 内に 、 全 て を 引 き受 ける勇気 の 根源性 、 つ ま り無制約性 が

直観 され る。

　 とは い え 、
こ うした 没落は

、 没落す る こ と 自体が 目的化 され て い る わ けで は

な い
。

ヤ ス パ ース が ア ン テ ィ ゴ ネ を評 価す る の は 、 彼女の 行動が 「愛」 に 根 ざ

し た もの だ か らで ある （VW 　889）。
つ ま り、 ア ン テ ィ ゴ ネ は 兄 へ の 肉親の 愛情

が ある か らこ そ 、 結果 的 に 神の 法 と
一

致す るの で あ り、 それ が神の 法で ある こ

とが 命 を賭 し て 兄 を埋 葬す る第
一

の 原 因 で は な い 。
こ の 点 は ヤ ス パ ー ス 哲学 に

と っ て 重要 で あ る 。 悲劇論 以 外の 箇所 で の 記述 に ある よ うに 、 愛 とは まず人 間

的 な他者 に 向 け られ る もの で あ っ て （VW 　273）
▼ 2

、 そ の 愛 を通 し て 、 他者を 生

み 出 し た超越 者へ の 愛 、 世界の 現実性 へ の 肯定 へ と結 びつ き 、
こ れ らが 不 即不

離 の もの に なる の で あ っ て
、 超越者や 宗教 的 な神 へ の 愛が優位 に あるの は 転倒

とされ る （ibid．）。 没落や 生 の 破棄 も、 それ 自体 を 目的 とす る よ うな恣意性が あ

る場合 は 不 純 と受け とめ られ て お り 、 自己の 信仰 の 正 し さを証明す る 目的で 死

を 選 ぶ よ うな 殉 教 者 に 対 し て は 、 ヤ ス パ ー ス は 懐疑 的 、 批 判 的 な の で あ る

（WP 　141）。

3．悲劇的な知 と救済

　ヤ ス パ ー ス は
、 悲劇の 主 人 公た ち が没 落を受 け入 れ る 姿 に 、 「悲劇 的 な もの

の 中で の 救済 （Er16sung　im　T・agi・・h・n ）」 （VW 　946）を見 出 し て い る 。
こ こ に 「安 ら

ぎ （Ruhe） とい う最終 目標」 （VW 　915）が獲得され て い る た め で あ る 。 救済 と安
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ら ぎを ど こ に 求め る か は悲劇 の 本質 を左右 す る テ
ー

マ で あ り、 決 し て
一

義的な

もの で は ない
。

一 般 的に悲劇 の 救済 と呼ぼれ る もの に は二 通 りの 在 り方が ある

が 、 互 い に 全 く異 な っ た 根源 を持 つ もの とさ れ て い る 。
こ の 二 つ の 救 済、 「悲

劇的 な もの か らの 救済」 と 「悲劇 的 な もの の 中で の 救 済」 の うち 、
ヤ ス パ ー

ス

は 後者 を 本来的 な救済 とす る 。 ヤ ス パ ー ス に 沿 っ て整 理 す る な らば、 まず 「悲

劇的 な もの か らの 救済」 とし ては 以下 の 三 つ が挙げられ る 。

A ． 素朴 な 無常観 　　人 間 の 有 限性 に 関す る知 や 深 い 悲 哀が あ るが 、 生 と

　　死 、 死 と復活 の 永遠の 循環 ・変転 と し て 了解 され 、 「庇護 され て い る

　　 こ とを 知 らせ て無常 さを和 ら げる知」 （VW 　920）。

B ． 調 和 的 世界観　　過去 に 存在 し た 庇護性 、 崇高 な人間性 な どの 再興 の

　　み が 求 め られ 、
「一 切 の 悲惨や 不 幸 や 悪 は 、 単 な る

一
時 的 な 障害 で

　　あ っ て
、 存在す る必要は 全 くな い もの 」 （ibid．） と捉 え られて い る 。 啓

　　蒙主義的な理性 に よ る調和 も含む
▼ 3

。

C ． キ リス ト教的世界観　　人間 が 自分 自身 に よ っ て 救わ れ る 可能性 を 排

　　除 し 、 救 済 とい う 「実 現不 可 能 な課題 の 重 荷 は 、 人 間か ら取 り除 か

　　れ 」 （VW 　924）、 恩寵が 示 され る 。

　 こ うし た 「悲劇的 な もの か らの 救済」 は 「悲劇 以前 の 知 」 と も呼 ばれ 、 悲劇

的 な状況 自体を 解消す る こ とで 人 間を救済す る
。 彼岸 に お ける 庇護 、 神の 恩寵、

理 性 に よ る調和 とい っ た もの が
、

ヤ ス パ ー ス の 悲劇解釈に よれ ば
、 人間の 根本

的 な分裂状態 とい う根源的状況 その もの を 覆 っ て しま うの で ある 。

　
一 方 で 、 悲劇 性が 保持 された ま ま生 じる救済が 存在す る とい う。 それ が 「悲

劇的 な もの の 中 で の 救 済」 で あ り、 ヤ ス パ ー ス は こ の 形 の 救 済を rハ ム レ ッ

ト』 に 認 め て い る とい っ て よ い だ ろ う。 ヤ ス パ ー ス は 、 遂に 父 親の 仇討ちを 遂

げ自ら も刃 に 倒 れ た ハ ム レ ッ トが 死 を 目前 に し て 語 る 台詞 、
「残 る と こ ろ は 沈

黙 あ るの み 」 （第 5 幕第 2 場 ） を好 ん で 様 々 な 著 書 の 中に 引用 して い る 。 ヤ ス

パ ー ス の 指摘す る とお り、 ハ ム レ ッ トは あ る積極 的な生 き方を表現す る よ うな

人物 として は描か れ て い な い
。 全般 を貫 く 「不知」 の 態度 に は虚無 へ の 埋 没は
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感 じ られ ず 、 彼の 「不 知 の 態度 は 、 不 思議な ほ ど充 実 し て い る 」 （VW 　942）の

で ある 。 否定 の 結果に よ る 虚無 なの で は な く、 否 定の 沈黙 の 内に 、 充実 した も

の を 秘め た 否定性が ハ ム レ ッ トの 特質で あ る 。 人間が どの よ うに 意図 しよ うと

も 、 そ の 仕上 げをす る の は 神で あ る と ハ ム レ ッ トが 語 る と き、 神 を信仰 の 対象

と して 見 て い るわ けで は な い
。 完全 な 開示 とい うもの が あ り得 ない 真理 の 不 可

知性 の 前で 、 人 間が 真理 を得 よ うと絶 えず働ぎか けなが ら も、 限界性 に 耐えね

ぽな らない こ とを示 そ うとし て い るの で あ る （VW 　943）。

　 こ の よ うな 「悲劇的 な もの の 中で の 救済」 の 特質 と し て 、 ヤ ス パ ー ス は 次 の

四 点を挙げて い る （VW 　946f．）。

A ． 人閭 の 尊厳 と偉大 さの 証明　　没落 に 面 して 己 の 態度を 固守す る主 人

　 　公 に 、 観客が 自分 自身の 可 能性 を発見す る 。

B ． 没落 の うち に み られ る 、 無限 な る もの の 現実性 と真理 。

C ． デ ィ オ ニ ュ ソ ス 的生命観 。

D ． カ タ ル シ ス の 作用 。

　 これ らを 複合 して なお 解釈 し きれ な い もの が悲劇の 救済で あ る とヤ ス パ ー ス

は 述べ て い が 、 中で もA は 劇中 の 主 人公 自身の 救済 で あ る と同時 に 、 観 客に

と っ て の 救 済 と し て 中心 的 な役 割 を もつ とい え る 。 通 常、 「限界 状況 に 立 っ て

い る悲劇的な主人公 」 と 「そ の 限界状況 をた だ 可 能性 と して 経験 す るだ けの 観

客 」 （VW 　945） とで は、 救済 は 異 な っ た もの で あ る 。 しか し 、 観客 が 主 人 公 と

一
致す る （審美 的 に 劇 を鑑 賞す る の で は な く、主 人公 と 自 らを 重ね 合わ せ、劇中の 出来事

を 己の もの と し て 感得する ）場合に の み 、 観客 は 「本 来 的 に 限界状 況 に 居 合わ せ

る 」 こ とが 可能に な る 。
こ の 時主人公に 迫 られ る決断 は観客 自身の 決断で あ り、

主人公 が とりうる 行動 の 可能性 は 、 同時に 観客自身の 可能性 とな る。
ヤ ス パ ー

ス は 主人公 の 勇気 を、 信仰 の 内容 が異 な っ て い て も本 来的 な 人 間 に 共 通 す る も

の で あ り、 それ は 「現 存在 的 な執着か ら 自由で あ る」 （ibid．） こ と 、 す なわ ち 死

ぬ こ とが で きる こ とだ と して い る 。
こ う した 記 述 は、 ま さ に 『哲 学入 門』 な ど

で 示 され た 無制約性 の 概念 、
つ ま り実存的 自由の うち で 哲学 的信仰 を もち 、 自
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己 の 本 来 性 と
一

致 す る た め に 現存在的利 益 を 断 念 し て 善 を 選 び 取 る 。ich

muts
“

とい う決 断 と重 な る
▼ 4

。 悲劇 の 中で
、 自由の うち に 没落 し 、 自由 意志 で

己を 断念す る人 間の うち に 本来的存在の 可能性が 直観 され、 そ こ に 観客は 自ら

の 可能性 を 見出 し、 主人公 と共 に 救済 され る の で ある。

4．悲劇 と哲学

　し か し なが ら、 ヤ ス パ ー ス が こ うして 読み 取 られた悲 劇的 な知に 限界性 を お

い て い る こ とは 、 強調 され な けれ ばならない
。 悲劇的な知を悲劇的 な世界観 へ

と転倒させ る こ と、 「本 来的 に 悲劇 的 な もの を 人間存在 の 価値 と本 質 とみ な し

絶対化す る こ と」 （VW 　958） は 最た る 逸脱で あ る と 、
ヤ ス パ ー ス は 警 告 し て い

る 。 「悲劇 的 な もの は 、 人間の 木 質的特徴 で は な く、 人 間 的に 高貴 な人 々 の 本

質的特徴」 （ibid．）で あ り、 そ の 他多数 の 不 幸は 表現 の 道具 で あ り、 どの よ うな

誠実な悲劇 的知を も っ て し て も、 悲 劇 は 多 くの 物事 に覆い をか け て 放置 し て し

ま うの で あ る 。 悲劇的 な知 は 死一 般 や 苦悩
一

般 に つ い て 語 りえず、 そ の 領域 は

普遍 性を求め る哲学の 知に 委ね られ るべ きと結論 づ け られ て い る 。 悲劇 は真理

の 暗号で は あ るが
、 悲劇的な知を演繹す る こ とに よ る世 界 の 全 体的 な解 釈 は 不

可能 な の で あ る 。

　また 、 悲劇的 な世界観 を形成す る こ とに よ っ て
、

ヤ ス パ ー ス が 彼の 哲学 の 中

で 常 に 意識 して い る両極性 が 失わ れ る こ とに な る 。 悲劇的な もの は 、 そ の 解放

と連関 して い る。 そ の 対極 に ある もの を剥奪 され 、 悲劇性が孤立 し 、 無地盤 的

と なる場 合 、 悲劇的 な偉大 さ は興 奮剤 とな っ て 、 非英雄 的な 自己 を 英雄的 に 解

釈 し よ うとす る倒錯に 陥る とヤ ス パ ー ス は 指 摘 し て い る 。

　 こ の よ うに 悲劇的 な知 は 限界 が あ る に も関わ らず 、 「根源的 直観の 尽 きる こ

との な い 性 質を も っ て い る た め に 、 哲学 と関連 す る」 （VW 　960）の で あ る 。 哲

学 は根源的直観 と絶えず交渉す る こ とで 直観を 哲学の 機関に す る 。 哲学 の 課題

は 悲劇の 暗号を聞 き取 る 中で 、 「真理 の 言語 （Sprachc　der 鴨 hrhcit）」 （VW 　g　l6） を

聴き取 る こ とに ある。

哲学 は 、 哲学 自身の 内実を 同
一

の 形 で 言い 表す こ とは な し に 哲学自身の 内
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実が 　　例 えばシ ェ イ ク ス ピ ア の

し うる （VW 　960）
。

悲劇的 な直観 と
一

致す る こ とを感知

　哲学 は 根源的直観 へ と絶えず立 ち返 り、 悲劇的 な知 に 繰 り返 し問い 続 け る こ

とで
、 悲劇に よ っ て 先取 りされ た 真理 を 、 普遍的 な知 へ と置 き換 え る 。 そ の と

き観客 は 悲劇 の 内容をそ の ま ま受容す るの で は な く、 絶対意識 で あ る 愛 に 方 向

づ け られ つ つ
、 存在 の 各様態 の 制約 を理 性 の 働 きに よ っ て 突破 し て い くこ とで

哲学す るの だ とい え る 。

5．悲劇的 な知 と連帯

　さ て 、
こ こ で 改め て 観客が悲劇の 主人公 に共 苦 し 、 共 に 限界状況 を 体験で き

る とい うこ とに 焦点 を 当 て た い
。

こ れ は 現存在 が実 在す る他者 の み な らず 、 文

学 とい う媒体上 の 存 在 に 対 して 、 同様 の 体験 の 共有 が な くと も共感 ・ 共苦で き

る こ とを 示 し て い る 。 た と え ぽ ア ダ ム 。ス ミ ス が論 じた よ うな 「想像 上 の 立 場

交換」 に よ っ て 共感 し て い る の で は ない
。

ス ミ ス の い う認知 的共感 は 自己 を第

三 者的視点 に お き、 み ずか らの 経験の 蓄積を も とに 「私 も同 じ立 場 で あれ ば
、

同様の 感情を もつ （ある い は 同様に 行為す る ）で あ ろ う」 とい う、 他者の 感情や 行

為 へ の 判断 ・評価 に 基づ い て い る
▼ 5

。 他 者 の 共感が 得 られ る適切 な水 準に まで

自己 の 感情 を調整す る必 要性 が あ る とス ミ ス が説 くとき、 自己 の 本来の 感情 と

調整後の 感情 、 また 自己の 感情 と他者の 感情に は 隔た りが あ る 。 また
、

シ ェ
ー

ラ ー が 批判的 に 指摘 し た よ うに ス ミ ス の 共感 は 自己 の 感情 との 類比 に よ る もの

で あ り、 自己 自身 の 喜 び や悲 しみ に 向 け られ た もの で 、 他 者そ の もの へ の 志 向

が乏 しい こ と、 自己の 経験を超え て はた ら くこ とが 困難 とい う性質 を もつ
。 し

か しヤ ス パ ー
ス は観客 が悲劇 の 主 人公 と

一
体 とな る とき、 主人公の 苦悩が みず

か ら の 苦悩に な るだ けで な く、 上述 の とお り主人公 の 限界状況に 居合わ せ る こ

とす ら可能に な る とい う。

　現存在が 悲劇 とい う文学を媒体 に し て 、 他者 の 限界状況 を経験で きる とい う

こ とは 、 現存在の 生 を大 き く拡充 し 、 飛躍 を もた らす こ とに な る 。
こ うした は

た ら ぎを 文学に 認め る点は 、 同 じ く自己の 経験 とい う枠 を超 え る こ とに 共 感の
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意義を見 出 しつ つ も、 文学や 演劇 で の 共感 を 限定的 に と らえ て い た シ ェ
ー

ラ
ー

の 思想 と も異なる 。 シ ェ
ー

ラ
ー は 共感の 機能や 作用 を 区分 し て

、 他者の 感情 を

認知す る 「追感得 （NachfUhlung）」 は 文学作品に お い て も生 じ るが 、 よ り高位 の

　 　 　 　 　 　 フ マ ニタ ス

共感 で あ り 「人 間性 （Humani ［as＞」 を もた らす 「共 同感情 （Mit9・fUhl）」 は 、 共感

の 対象 となる 人物が 「現に ふ る ま う」態度に 対 し て 生 じ る と して い る 。 共 同感

情 は 他者 と共 に 歓 び 共苦す る こ と 、 「他人 と し て の 他 人 の 苦 しみ を苦 し む こ

と」 とされ 、 他者が苦 しん で い る ゆ えに 自己が 苦 しむ 、 とい う性 質の もの で あ

る
▼ 6

。 した が っ て 自己 の 共苦 と他者の 苦 しみ は 「現 象学的 に 二 つ の 異 な っ た 事

実」 あるが 、 それ ゆえ 自己 の 枠 を超越 し て 共感が 一 切の 他者へ と開か れ 、 他者

と 自己を 等価 として と らえ 、 他者が 人 間の 顔を持つ が ゆ え に 他者を 愛す る とい

う人 間愛 ・ 連帯 （S・lidaritat）に つ なが る 。

　一
方 ヤ ス パ ー ス に お い て 、 真 に 悲劇 と向 き合 う場合 に 観客 が 経 験す る 苦悩 は

主人公 の 苦悩 と等 しい
、 同質 の もの と と らえ られ て い る 。

こ れ は （あらゆる文学

作品 に 対 して 、 こ うした
一

致が 生 じ る の で は な く）悲劇 的 な知 の 内実 が 、 ま さ に 主 人

公 と観客の 根底 に 共通 す る もの ゆ えで ある 。
ヤ ス パ ー ス が 問題 とす るの は 感 情

そ の もの で は な く、 悲劇 の 根底に あ る存在の 分裂性 で あ る 。 根源的直観 に よ っ

て観 客 は 、 自己に 同様 の 経験が あるか とい っ た 個別的 な条件 を超 えて 、 人 間の

尊厳 と偉大 さ 、 自己の 可能性 を見 い だ す。 また 、 存在の 分裂性 を共有す るか ら

こ そ、 悲劇 の 物 語を表 層的 な理解や 安 易 な錯覚 で は な く、 真 に 我が こ との よ う

に 感 じ られ る とい う相補的 な 関係 が成 立 して い る と考 え られ る 。 現存在その も

の の 負い 目とい う項 目で 、 ヤ ス パ ー ス は 現存在 と して 生 まれ 、 生 きる こ と

究極的 に は 一 歩 ご とに 微小 な生 物の 命を 奪 うとい うよ うな、 行為す る ・ し ない

に か か わ らず他 の 現存在 に 影響せ ざるを え ない 点を指摘 し、 こ う述 べ る 。

あらゆ る人間 は連 帯的 で あ る 。 それ は 人間 の 由来が人 間 に 共通 な根源に あ

る こ とに よ るが 、 また 人 間の H標に もよ る （VW 　931）。

　ヤ ス パ ー ス は r真理 に つ い て 』 の 中で 連 帯 に 関 し て 詳述は して い な い が 、

r責罪論』 に お い て 、 ドイ ツ 国民が 負 う戦争責任の
一

つ として 連 帯を損 な っ た
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罪を 挙げて い る 。 戦時下 に 国民が 自己 の 現存在を維持するた め
、

ナ チ ス 政権下

で 迫 害を 受 ける 人 々 に 救い の 手を 差 し伸べ なか っ た こ とが 、 法的 ・ 道徳 的な罪

とは 異 な る 「形而 上 的な罪 」 とさ れ、 こ れ は 連帯 を損 な っ た 罪 と も呼 ぼれ る

（SFll ）。 原則的に 連帯 とは 緊密な関係 に あ る二 者間 の もの と しつ つ
、 ヤ ス パ ー

ス は 強制収 容所 で 囚人 を射殺す る こ とを拒み 処 罰を受 けた 兵 上 た ち の 例 を挙げ、

不 特定 多数 との 問 に 生 じ うる連 帯を示 す 。 連帯 は 同 じ 根源を も っ た 人類 と して

の 目標 なの で あ る 。 た だ し、 こ うした 広い 連帯 をすべ て の 他 者 と結び つ くす こ

とは 不 可能 で あ る た め 、 現存在 は 連 帯 を損な っ た 罪 （悲劇論で い う 「現存在 とし て

の 負い 日」） を抱 えつ つ
、

こ の 罪 を い か に 償 うか 、 被害 者 の 声 に 耳を傾けて 問い
、

実践 し なけれ ぽな らない 。

　 こ の よ うに ヤ ス パ ー ス が広義の 連帯を提示 しえた の は 、 彼の 哲 学が あ らゆ る

現実 的な様態 の 根源 へ 至 ろ うとす る もの で あ っ た と同時に 、 諸個 人 を根底 で 結

びつ けて い る 「超越者 」 が 措定 さ れ て い るた め とい え るだ ろ う。 シ ェ
ー ラ ー

の

共感や連帯 が 、 他者 との 対面 で 生 じ る事実的 な現象で あ る の に 対 し、 ヤ ス パ ー

ス の 連帯 は あ らゆ る他 者 との 間 の 目標 で あ り、 完全 な実現が 不 可能で あ りなが

ら 、 それ ゆ え現 存在 に 負い 目 と して 迫 っ て くる 。 それ は 他者 に 対 す る 不 当な行

い を 自己の 問題 に 引きつ ける
、 罪 と責任意識の 根拠 と もな っ て い るの で ある 。

むす び に か えて

　ヤ ス パ ー ス の 悲劇性 は現存在の 構造そ の もの で あ り、 その た め すべ て の 人間

が み ずか らの もの とで きる知で もあ る 。 悲劇 は あ くま で 哲学 の 機 関で あ り 、 先

述 の とお り悲劇 を哲 学 的 に 解釈す る こ と自体 が め ざ され る の で ない 。 悲 劇か ら

得 られ る知 は 根源 的直観 と し て の もの で 、 現存 在が そ の 直観 を も とに
、 み ずか

らの 限界 状 況 に 際 して
、 内省 と他 者 との 交わ りを 通 し て 哲学す る こ とが 求め ら

れ る 。 悲劇的 な知 が 開示す る現存在 と して の 負い 目や 、 没落を選 び取 る偉大 さ

と して の 救済は 、 悲劇作品の 直接 的 なテ ー
マ を超 えて 、 い ずれ観客が哲学 す る

なか で 自己の 負い 目に 対峙 し、 実存的 自由に お い て 負い 目を 引き受け 、 他者 と

の 連 帯 を志 向す る こ とへ 通 じて い く。

　 した が っ て ヤ ス パ ー ス の 悲劇解釈 は 文学論 とし て 以 上 の 可能性 も示 唆して い
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る。 我 々 が他者の 苦 しみ に 共苦 で きる か とい う問題 に 、 自己の 経験か ら類推で

きる範囲に 限定 す る形の 共感論 は 、
シ ェ

ー ラ ー の 指摘す る よ うに 利己的側面が

否め な い
。 そ う した 場合 、 死 の 不 安 や 苦悩 に 直面 し て い る 人物に 、 大多数の 人

間 は 真 に 共感す る こ とはで きな い だ ろ う。 また 価値の 多様 化 した 現代に お い て

は 特 に 、 「私 な らば、 あの よ うに は 感 じな い （行為 しな い ）」 とい う判断か ら 、 他

者の 苦 し み を退けた り自己 と隔絶す る こ とが 少 な くな い 。
い か に して 我 々 の 限

定的な生 の 体験 を拡 大 し
、 他者 と向 き合い 、 実存的 な 飛躍 を可能に で きるか 。

ヤ ス パ ー ス の 悲劇論 は 、 そ の た め の 視座 を示 して い る 。

略号

＊ ヤ ス パ ース の 著作 か らの 引用 に つ い て は、以下 の 略記 号を用 い た。略記号 の 後 に 頁数を付 し た 。

VW ： ％ η 跏 陥 加施 ちkpiper＆ Co．Vとrlag
，　MUnchen ，

1947．

EP：　Einfahrang　ln　die　PhilosOphie，　R 、Piper＆ Co ．Verlag，　MUnchen ，1966．

WP ： WTas　ist　die　Philosaphie．？
，
　R ．Piper　＆　Co ．Verlag，　MUnChen ，1976．

SF： 1）ie　Schuldfiage
，
　Artemis−Verlag

，　ZUrich，
1947．

註

▼ 1 ヤ ス パ ース が 挙げる偉大な悲劇の 実例 は、古代 中国や西 洋の 英雄物語 （ホ メ ロ ス
、

　　エ ッ ダ な ど）、 ギ リシ ア 悲劇 、 近代悲劇 （シ ェ イ ク ス ピ ア 、 カ ル デ ロ ン な ど）、 ド

　　イ ツ 悲劇 （レ ヅ シ ン グ、 シ ラ ー な ど）、 ヨ ブ、 イ ソ ド劇 、 キ ル ケ ゴ ー
ル

、 ドス ト

　　エ フ ス キ
ー

、 ニ
ー

チ ェ
。

一
つ の 表現 と し て 現れ た悲劇 の 持 つ 具体性 は 、 歴 史的規

　　定 性 の 内 に あ り、 い か な る作品で あれ 、 時代を超 越 して 普遍的で は ない 。 した

　　が っ て異 な っ た様式、異 な っ た 素材、異 な っ た意図で 取 り上 げられ た 材料の 中で、

　　「人間は 、 常 に 、 新た に 、 真理性を帯び た 知を己 の た め に 獲得 し なけれ ばな らな

　　い 」 （VWgl8 ） と され る 。 悲劇 、 すなわ ち 哲学以前の 形で 表され た 真理意識 は
、

　　包 括的 な全体 の 、 ひ とつ の 不完全 な現れ だ とい う了解が 、
こ こ に ある。

一
つ の 作

　　品が悲劇性 の あ らゆ る意味を持 つ とい うこ とは あ りえ ず、そ の 中に 共 通 して 分有

　　す る真理 、 悲劇 を悲劇た ら しめ る 条件が 、 後述す る 「悲劇的 な知」 で あ る と考 え

　　られ る 。 なお ヤ ス パ ース の Organonの 概 念 に 関 し て カ ン ト等 との 比較研究 が 伊野
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　　氏 に よ っ て な され て い る （伊野連 『ドイ ツ 近代哲学 に お け る藝術の 形而上学
一

　　カ ン ト、 シ ェ リン グ 、 ヤ ス パ ー
ス と 「哲学 の オ ル ガ ノ ン の 問題」』 リ ベ ル タ ス 出

　　版、 2012 年）。

▼ 2 ヤ ス パ ー ス とバ ル トは 思想的 な 対立者 で あ っ たが 、
バ ル トが 、 神が 人間 を愛す る

　　こ との 証 明 と し て 、 つ ま り神 の 愛 の 「証人 （Zeuge）」 と な る こ と と し て 「隣人

　　愛」 を位置づ けた の は 、 ま さ に 上 述の ヤ ス パ ース の 愛 との 衝突 点 と考 え られ る 。

▼ 3 ヤ ス パ ース は レ ッ シ ン グ の 『賢者ナ ー タ ン 』 を 『フ ァ ウ ス ト』 と並ぶ ドイ ツ 的 な

　　劇 と評 しつ つ 、 本来 的 な悲劇 とは異 な る と してい る 。 確か に 主 人 公 は己の 過 去 に

　　悲劇性 を も っ て は い る が 、錯綜 した 人 間関係 を理 性に よ っ て克服 で きるた め で あ

　　る 。 ヤ ス パ ー
ス は、 調停 可能性 は 愛 しな が らの 闘い の 深み か ら くる人 間 の 交わ り

　　に よ っ て の み 得 られ るの で あ っ て
、 理性単独 に よ る 調停は 不可能 として い る 。

▼ 4 無制約性 の 究極の 形 として は 、
ソ ク ラ テ ス の 死が しぼ しば引用 され る （EP 　51ff．）。

　　なお 無制約性 と善の 関係性 に つ い て 、 詳細 は拙論 「ヤ ス パ ース の 無制約 的 な行 為

　　をめ ぐっ て 」 （筑波大学倫理 学研究会編 『倫理学 』第 21 号所 収、 2005 年） を参 照。

▼ 5A ．　Smith，7乃e　7neory　ofMoral 　Sentiments
， 6th　edition ，

　London， 1，1．13．

▼ 6M ．　Scheler，肱 ’朋 舷 伽 耀 η 融 の脚 瀦 肋
，
　Bern

，
1973

，
　S．18ff．

　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 （高崎 健康 福祉大学准教授）

キーワ ード　悲劇 traged ア 直en　intuition　負い 目debt 救済 salvation 連帯 solidarity
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